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抄録:教員養成課程で学ぶ大学生の水泳履歴を継続して謂査してきた。近年の韻向として，これら大学生の中には，大

学入学以前に獲得しておくべき実技龍力が不足している者が少なくない。その原匿を，調査に基づく大学入学以前の教

育護霊から探ち，問題点を換討したc

Abstract : We have continued a research about swimming career of students who study in a teacher training at the uni-

versity. As a recent tendency， there are a lot of students lacking ability for practica1 skill that they should get before a 

university admission. We investigate the cause from swimming career of university students. 

I はじめに

水泳辻，児童生徒の発青発達のための適切な刺激を与

え， 1建全な心身を育むために適した教材として小学校・
中学校・高等学校の体育の授業の教材とじて採用されて

いる G 水泳は基本的な動きの教材として認められるだけ

でなく，近年，悲惨な水の事故による死者の発生を防止

する立場から，身を守る水泳技術， r安全水泳Jの必要
性が各方面で叫ばれているところである G 各都道府県の

誌とんどにおいて 小学校教員の採清試験に水泳の実技

が課せられている O これは，文部科学省のみならず，各

都道府県の教育委員会が水泳という教材に相当の位置付

けを与えていることが伺える O

認死事故を訪ぐためには，そのための教育が必要であ

り，そのための経費を賄うための対政基盤が必要であ

るO このため，水泳教育は主に先進国で充実している O

ところが， W豆o(2004) 7)の統計によると，我が国の i~~

死率は先進主要7ヶ国中最悪で、あるだけでなく， OECD 
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〈経済協力開発機構)加盟30ヶ自の中でも最悪である O

個人の生命を安全に保つという人間の基本的な力を養う

ための教育が機能ぜず水泳教育に限つては発展途上国

並であるのが実状である O

戦後，小学校・中学校・高等学校でのプールの設童・

普及がすすみ，日本の学校は水泳教育に関してはある意

味では比較的恵まれた環境にあったと考えられる O しか

し，水泳という教材の取り扱いには目現在を伴う点が多く

誌められてきた。それら事由の例を以下に挙げる O

。一歩誤れば，児童生徒の生死に関わる事故をひき起こ

す可龍性があること

O効果的な指導をするためには 専門的な知識と技術が

必要なこと

O水混や気温，風爵等の気象条件によって辻，児童生徒

の身体に過大な刺散となること

0実施期間が能限されること

。半裸イ本や，歴然とした運動能力の有様を人語にさらけ

出すことに抵抗がある児童生徒(及び教師)の存在



これらは現場教師らの努力によって，克寂されてきた

面が多く見られるものの，場合によってはこれらの国難

さを理由に，水泳授業が制限されたり，実施されなかっ

たりすることもある O 特に大学受験をひかえた高等学校

では，大学受験科目が優先され，受験に必要のない実技

種自，思春期の男女に抵抗のある f水泳jを実擁するこ
とを避ける傾向が強い2)。さらに近年では，この傾向は

義務教育の場である中学校にも徐々に及んでいる O 学校

からこのような教育プログラムが消滅していくと，児童

生徒に必要な教育が与えられなくなるばかりでなく，学

校や学校教員が持つ教育力や指導力が失われ，公的教育

機関としての機能や能力が福F失していくことが懸念され

るO

筆者ちは，鳴門教育大学(以下本学)における正課授

業f初等体育 1Jの中の「本泳jの内容を担当している O
その受講生に対して入学前までの水泳履歴を調査し，そ

の結果や授業の成果から見える課題や問題について報告

してきた(1990ド)(2001) 5)。今屈はその後得られたデー

タを加え，本学が学部生を受け入れ始めて以来20年間の

蓄積を振り返り，学部生の水泳歴の推移からみる水泳の

変容と今目的課題を検討することとした。

互方法

学部発是以来， I初等体育 1Jを受講した学生の事前
調査について，蓄積された調査データ全てを用いてその

誰移を明らかにし それに関連する事項について検討し

た。本授業は小学校教員免許取得希望者対象であり，標

準履修年次が学部2年生であるため，昭和62年度から実

施している G

当該授業において能力朋瑳編成を実施するため，質問

紙法による事前調査を毎年度の当該授業のオリエンテー

ションの際に実施した。尚 平成16年度から能力関斑編

成を廃止したため，事前謂査も実施しなかったが，教科

の基礎データ収集のため平成17年度から再開している O

調査項目は表1のとおりである O

尚，本研究の標本数は，図 1に示す総計2012人である O

データ集計，統計解析には，統計ソフトウェア JMP6.0

(SAS Institute Inc.) を用い単純統計量を算出すると

ともに，データに応じて，分散分析またはカイ 2乗検定

を用いた。いずれの検定においても有意水準 5%とし

た。

E 結果と考察

上プールの有無

図2に示すとおり，小・中学校においては多少の変動

があるものの，ほほ横ばいである O 高校においては平成

17・18年度において急落しており，変化の兆しとも受け

哀れる C 近年，徳島県内では高等学校のプールが廃止さ

れる場合が多く，今後注意深く見守る必要がある O 平成

15年の全毘調査1)によると，国公立学校の小・中・高の

プール設量率はそれぞれ， 88.7%， 74.4%， 64.1 %であ

り，本調査でも迂段それに準じた数恒が得られている O

2.授業の有無

この項巨は，プールが設置されていても，それが活用

されていない場合があることが判明したため，王子或6年

度以降に追加したものである O 図2と図3を比較する

と，小学校・中学校においてはプール設置率と授業実施

率が迂ぼ一致することに対し 高等学校においては授業

実施率がプーjレ設量率を 5~10ポイント程度下回ってい

るO これ辻，高等学校保健体育科において水泳は「スポー

ツ1Jの信人運動種昌のひとつとして分類され，その寂

り扱いは選択肢のひとつであることの影響と考えられ

るO すなわち，高校の授業において，人命に関わる大切

な内容としての水泳の泣置づけに何らかの変容が現れ

表 1 調査項自

l.学籍番号

2.氏名

3.水泳歴
・プールの有無 〈小学校，中学校，高等学校)

・授業の有無小学校，中学校，高等学校)

・指導の有無 (小学校，中学校，高等学校)

・課外活動の有無〈小学校，中学校，高等学校)
.プール以外で、の水泳経験の有禁

{小学校，中学校，高等学校)

4.泳力
・最も長く泳いだ距離 (m)

. 25m以上泳げる種目(クヨール，平泳ぎ，背泳ぎ，

バタフライ，その他)

5.好き・嫌い
・水泳;こ対する好きー嫌いを 5設搭評倍であらわすと

〈大好き，好き，普通，嫌い，大嫌い〉

6.持;こ嫌な水泳経験

7.既往症

8.現在の健康状態

9.医師から本泳を禁止されていればその理由

*途中追加平成16年度以鋒
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てきている O

カfある O

これに関しても，今後注意深く見守る必要

3.指導の有無

学校教員から，水泳の技病的な指導を受けたかどうか

の匝答率を示している(図4)0 乱平成10年度調査で

は欠落データが多いため この圏から除外している O

この設問のE答には，匝答者信人の主観的な判断が含

まれている O すなわち，本人が教員より水泳スキルの技

術的な改善を巨指す指導を受けたかどうかの判断を，児

童・生徒であった彼ら自身の判断に委ねていることにな

るO この結果によると 小・中学校においてはプール設

置率・授業実施率がほぼ横ばいで推移しているのに対し

て，技術指導を受けた蔀合は大きく変動しながら年々減

少し，現在においては小学校において授業実施率の10ポ

イント以上，中学・高校においては平成5年以蜂，授業

実施率から大幅に義離し姶め，現在では40ポイントも下

回っている O 中学・高校では授業を実施していても，そ

の内容である泳ぎの技術指導を受けたと吉覚していない

者が約半数であることに注呂しなければならない。

4. プール以外の水泳経験

学校の授業の如何に関わらず，海 .i可・池・湖など，

プール以外の水場で泳ぐ経験の有無を問う設関に対して

得られた臣答の推移を国5に示す。平成6年から平成9

年にかけての大幅な落ち込みと その後の急激な田復が

目立つ。小・中・高の各学校がほぼ同期して変動してい

るため，指導要領の改訂等による影響ではなく，その時

の社会情勢または調査の方法自体にその要国があると思

われる。いずれにしても，文部科学省指導要領において，

地域の特質を生かした野外活動に水辺活動が取乃入れら

れるようになったにもかかわらず その機会が増加して

いるとは言えない。また，中学・高校へと学齢がすすむ

につれて，その機会が低率化する傾向にある O

5.各種巨25m可泳率

高校卒業までに取り扱われる泳法で、ある， クロール・
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平泳ぎ・背泳ぎ・バタフライについて， 25mを完泳する

ことの可否を問う設問である O これも 回答者自身の主

観的な判断が含まれる C 一般的に，学校水泳はクロール

と平詠ぎの本泳能力の獲得に重点が置かれており，函6

iこ示す結果にも，それが反映されている O 各種巨の完泳

率は徐々に増える傾向にあり，特に平成13年以降の背泳

ぎとバタフライの改善が呂覚ましい。これは，調査対象

である受講生らが，前学年に履修する「健康・スポーツ

学 1Jにおいて，その単位認定基準を従来のグレード4

裁から 3級に引き上げたことの効果であると解釈でき

るO すなわち，前年震に100m悟人メドレーを課してい

るため，各種目において完泳可とする回答が増加したも

のである G ただし，授業担当者として学生らの泳力を観

察し，泳力を測定評{面している立場に立てば，彼らの泳

力は必ずしもこの可泳率の改善向上と一致しているとは

思えない。自己評価で、は泳げると回答しでも，実際に再

テストを課すと，完i~(せず、に途中で、立ち止まる場合も数

多くみられた。彼らの自答には，主観的自己評倍の影響，

また辻前年度授業の評倍の厳密さに関係があると考えら

れる G

6.水泳の噌好震

水泳に関する主観的な好き嫌いを 5段階 (5:大好

き 4 好き 3 普通， 2:嫌い 1 大嫌い)で評

缶する項目である O 教員の教材に体する好き嫌いは，そ

の取乃扱いや教える意欲熱意に影響すると考えられる O

持に「大嫌いjと回答した学生は，学習意欲やこの教材

の持つ意義についての理解などについて不足しているこ

とが考えちれ，慎重に取り扱わなければならない。仮に

教員が教えるべき教材に否定的な倍信観を持っていると

すれぜ，それは克童生徒にも影響するであろうことか

ち，職業上の適正さにおいて問題を含むだろう O また，

このような水泳に関する晴好度は，将来教員としての経

験を重ね，高年齢になるに従い，水泳が嫌いになってい

く韻向がある 5)。そのため，若い時期になるべく晴好度

を高めておくような指導が望まれる O 過去の報告におい

て， I大嫌いjと回答した者が少なからず存在し，それ

が徐々に増加していく傾向にあることを問題としてき

た3)が，図 7を概観する限り，多少の変動はあるものの，

ほほ一定の割合を維持していると解釈できる O 今後も教

材の意味や意義を正しく理解し，その価植を知乃，適切

な態度で学習に望めるように導く必要があろう O

7.徳島県出身者の特数

平成15年度，徳島県内全公立高校40校のうち，授業で

手IJ用可龍なプーJレを探有している学校辻7校，全生徒に

水泳を課している学校は6校であった。その後老有化の

ためプールを閉鎖し，現在は水泳を実施していない高校

もさらに増加している O 義務教育を通してさえも十分な

泳力確保が函難である現在 さらに高校でも水泳の学習

機会が保障されずにいる O 本学に入学する学生は，その

コースの如何に関わらず，卒業要件に小学校教員免許を

取得することが義務づけられている C そうなれ;え将来

小学校で児童に水泳を教えることを前提にしたカワキュ

ラムを与えなければならない。

本学の学生は徳島県下の高等学校を母校とする者が約

30%を出める O 彼らの多くは高校時代に水泳の授業を受

けておらず，本学授業の水泳の技能テストにおいても，

教員養成のカリキュラムを受講するために必要なスキル

が不十分である場合も多い。そこで，平成17年， 18年震

課査においては，出身県を調査項自に加え，出身県に抜

存した課題を探ることにした。調査対象辻該当両年度の

受講生計140名である c

サンプルを徳島県出身者 (38名)と県外出身者 (102

名)に分け，各課査項目の田答を分割表分析したところ，

以下の項目に有意な差があることが判明した。

。高等学校におけるプールの存無。徳、島県高校にはプー

ルが無い。(表2" pく0.001)

表2 高校におけるプーんの有無 表3 高校における水泳授業の有無 表4 中学校における水泳指導の有無

X八2=12.299 Pく仏001* * * X̂ 2= 18.348 PくO.∞1* * * X̂2=4.175 Pく0.05*

表5 高校における水泳指導の有無 表6 競泳4泳法以外の泳法の獲得

X̂ 2= 18. 922 PくO審001* * * X̂2=9.434 戸く0.01** 
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。高等学校における水詠授業の有無。徳島県高校で、は水

泳授業の実施率が低い。(表3，p<O.OO1) 

。中学校における水泳指導の有無。徳島県中学では水泳

の技術的な指導は母率である o (表4，p<0.05) 

。高校における水泳指導の有無。徳島県高校では水泳の

技術的な指導が低率である o (表5;pく0.001)

。競泳4泳法以外の泳法の獲得。徳島県出身者は競泳4

泳法以外の泳ぎを知らない。(表6，p<O.Ol) 

徳島県;丈高校プールが他県に比べて有意に少なく，

また，水泳授業実施率も有意に低い。また，本泳の授業

を実施したとしても，本泳龍力を高めるような技術的介

入を受ける機会が有意に母い。この傾向は中学校にも及

んでいる O さらに徳島黒出身者は競泳4泳法以外の泳

法の経験が禁い。以上を認島県の学校水泳について教育

課程が抱える問題点として明記しておく O

U まとめ

7](詠は，数ある運動種目の中のひとつとしてだけでな

く，命に関わる重要な教材として取ち扱われてきた。一

組人の生命を保霞するため 自己保全龍力の獲得を目標

に，教育課程の中で段階的な指導がなされてきた。しか

し，過度な受験競争，ゆとち教育による授業時数の削減，

患春期にあたる見童生徒に対する取り扱いの難しさ，教

員の指導法研修機会の減少 はてはプール維持費の確保

困難等，様々な要因により，学習の場の確保が国難にな

ってきている G

教育課程で規定された教科及び科目は，大人になるた

めに，自立した一一個人として社会に出るために，当然憶

えるべき学習内容で構成されている O 現在，全冒各地の

高等学校において 卒業要弁に関わる教科の未履修が社

会問題化している O それらが必修として規定された経緯

を鑑みると，教育課程を全うすることによる人格形成よ

りも，自先の受験対策をf憂先してこのような問題を引き 、

起こした学校現場の判断に疑問を持たざるを得ない0・ー

方，教科の未最修ほど明確に問題fとされないが，各教科

の学習内容が授業の中でどれだけ担保され，児童生徒の

力として定着しているのかという疑念も浮上する O 指導

要領に目標も内容も明示され その方法にも多くの手だ

てがあるにもかかわらず その内容を取り扱う授業が実

施されず，実施されても指導されずという現状には，鬼

童生徒に対する教育の提供という観点から多くの問題を

含んでいる O

水泳に関して言えば，高等学校では， r技詑Jr態度j
f学び方jの内容を通じて 水泳学習の最終段階として

仕上げの時期古河こ毒たる O 教員養成大学，特に小学校教

員免許や保健体育科教員免許或得を自指す学生にとっ

て，その大学入学以前に必要で、適切な水泳教育を受けな

いことは，職業上の適性にも影響しかねない。その道を

望む者には，そのために必要な授業や学習の機会が保聾

されるような，教育課程全期間を見通した柔軟なカリキ

ュラムを構築する必要があるだろう O
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